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しさ(difficulty-ease)，学習者の興味 (interest-boredom)の 3 つの内部状態を設定し
ており，それぞれについて内省データを収集し，SVM(Support Vector Machine)を用い
て識別器を構成する．この手法を京都大学の CALL(Computer Assisted Language 





















































氏 名 于  肆 洋 
（論文審査の結果の要旨） 
























  本論文の内容は，画像センシングを e-Learning の現場に適用する新規性の高い手法
を提案したものであり，これからの e-Learning の発展に資する，工学的価値が高い内
容となっている．したがって，学術上、実際上寄与するところが少なくない．よって，
本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める．また，平成３１年２月
２８日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行って，申請者が博士後期課程
学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた． 
  なお，本論文は，京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公表に
際しては，当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める． 
 
 
 
 
